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子どもたちの未来の森づくり特別事業
コロナ禍の中、従来のどんぐり交流会とは異なる新たな緑化推進事業として、国土緑化推進機構の御支援と、愛知県緑化推進
委員会の御協力を賜わり、知多北部地区カブスカウト17名と、奉仕ベンチャー24名、ローバース緑化派遣員7名、指導者および行
事・国際委員を含め総勢約80名の参加があり令和2年11月8日、秋晴れに恵まれた新城・吉川野営場にて開催いたしました。
4グループに分かれ、カブはコナラの苗木を80本植樹し、樹名板を設置しました。ベンチャーは階段整備や、森の整備として
除伐体験を森林組合の指導で実施しました。また、ローバーは事業の運営を中心に奉仕をしました。ローバーにより、「日常生
活での意識を高め、できることから始めよう。」と、SDGsの取組みについての説明があり、理解を深める機会となりました。最
後に緑化推進委員会の水嶋専務理事より、奉仕参加のベンチャースカウトに活動記録証が交付され、スカウトの進歩にも寄
与することができました。森を駆け回り、元気なスカウトたちの笑顔あふれる事業となりました。

行事・国際委員長　河村 武人

新春を迎えて

そうした中、ボーイスカウトの皆さんは、野外活動やボラン
ティア活動を通じて、精神力や責任感、自ら考え行動する
力を養い、日々たくましく成長されていることと思います。学校
の枠にとらわれない交流や活動の中で得られた数々の経
験は、皆さんの貴重な財産となることでしょう。
本県では、｢あいち子ども・若者育成計画２０２２｣に基づ

き、子ども・若者の健全育成や自立支援に向けて取り組ん
でいるところでございます。計画の推進にあたりましては、行
政だけでなく、家庭、学校、地域が一つとなり、社会全体で
取り組むことが必要だと考えております。ボーイスカウトの指
導者の皆様にも、地域の教育力の向上や若者の規範意識
の醸成に、これまで蓄積された力を発揮いただき、子ども・若
者が健やかに成長する環境づくりに、一層の御尽力を賜り
ますようお願い申し上げます。
最後に、一般社団法人日本ボーイスカウト愛知連盟の
皆様にとって、２０２１年がより良い年となりますよう心からお
祈り申し上げて、新年の御挨拶とさせていただきます。

あけましておめでとうございます。
新たな年を迎え、ボーイスカウト運動に取り組んでおられる
皆様に、御挨拶を申し上げます。
昨年来、新型コロナウイルスの流行により、屋外での
活動が制限され、運動をする機会も減少するなど、自然
体験や人とのコミュニケーションをとる機会が少なくなっ
ております。

愛知県知事 大村  秀章
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ホットニュースホットニュースホットニューススカウトあいち

第41回　図画・写真コンテスト入賞作品決定
恒例の愛知連盟主催図画・写真コンテストにコロナ禍中にも関わらず５０８点と多数のご応募をいただき、ありがとうござい

ました。専門家による厳正な審査により入賞作品34点を決定いたしました。入賞者の皆様おめでとうございます。

今回の図画・写真コンテストの審査を終えて感じたことは
「このコロナ禍であってもスカウトたちは元気一杯活動をして
いる。」ということです。
図画の部では、どんな活動をしているかがよく分かり、着色

に熱心に取り組んでいることが大切な要素です。スカウトなら
ではの活動がよく表れている力作がたくさんありました。
また、写真の部では、携帯電話が普及し、撮りたい時に感

図画・写真コンテスト講評

▲図画 CSしか部門 最優秀賞
松原　諒（西尾第6団）
「地球上のだれかのために」

▲図画 CSくま部門 最優秀賞
佐藤　史埜（西尾第5団）
「カブラリー・マンモス狩り」

◀写真
CS部門
最優秀賞
中村　徹平
（日進第1団）
「学び合う２人」

◀写真
成人部門
最優秀賞
野口　陽子
（北名古屋第1団）
「大きなシャボン玉」

◀図画 BVS部門
最優秀賞
板倉　陽花
（西尾第6団）
「みんなでいった
いちごがり」

◀図画
CSうさぎ部門
最優秀賞
杉浦　光
（一宮第4団）
「いざ！入隊！！」

じたままを写真に撮っていることが分かりました。活動の様子
がよく分かる作品や熱心に活動に取り組む様子が分かる作
品がたくさん見られました。
これからもスカウト活動をアピールするツールとして、元気あ
ふれる絵画や写真をたくさん応募してください。

審査委員長 名古屋市立表山小学校　校長　津嶋 英人

最優秀

優 秀

入 選

最優秀
優 秀
入 選
最優秀
優 秀

入 選

最優秀
優 秀

入 選

優 秀

入 選

入 選

三河葵
名古屋千種
名古屋北斗
名古屋北斗
知多北部
穂の国
尾張西
名古屋北斗
名古屋北斗
三河葵
尾張西
名古屋北斗
三河葵
三河葵
名古屋千種
三河葵
三河葵
名古屋千種
名古屋北斗
三河葵
三河葵

西尾第6団
名古屋第91団
名古屋第69団
名古屋第82団
大府第2団
豊川第4団
一宮第4団
名古屋第69団
名古屋第69団
西尾第6団
一宮第4団
名古屋第13団
西尾第6団
西尾第5団
名古屋第22団
西尾第6団
西尾第6団
名古屋第75団
名古屋第79団
西尾第6団
西尾第6団

板倉　陽花
河口　柚月
溝口　絢心
福井　彩
北川　睦望
大野　結貴
杉浦　光
北芝　玲太
山口　竜雅
松原　諒
日野　裕貴
鈴木　護徒
佐藤　詩
佐藤　史埜
荻巣　こと葉
中村　有
木藤　仁埜
竹宮　一咲
杉原　彩音
高山　翼
杉浦　佳依

みんなでいったいちごがり
デイキャンプ

キャンプファイヤー
かわいいザリガニつれた！！
ワタリガニつかまえた
大きなカニが釣れたよ！

いざ！入隊！！
ドキドキカマキリ役
カレーライス

地球上のだれかのために
ロープワーク
ゴミひろい
ごはんづくり

カブラリー・マンモス狩り
暑い夏での水でっぽう！
募金活動がんばったよ
おもちがおいしかった
出来たぞ！えび結び
カントリー大作戦
話し合っている姿
先輩から後輩へ

BVS

CSうさぎ

CSしか

CSくま

BS

VS

部　　門 賞 地区名 団名 氏名 タイトル
入 選
最優秀
優 秀

入 選

優 秀
入 選
最優秀
優 秀

入 選

碧海
尾張東
豊田

名古屋千種
名古屋千種
豊田

名古屋北斗
名古屋西部
尾張東
名古屋北斗
名古屋北斗
尾張南
知多東

写真

図画

高浜第１団
日進第1団
みよし第1団
名古屋第88団
名古屋第127団
みよし第1団
名古屋第69団
名古屋第121団
北名古屋第1団
名古屋第95団
名古屋第13団
弥富第１団
阿久比第１団

岩瀬　皓紀
中村　徹平
藤田　唯希
鰺坂　颯汰
加藤　心文
關　賢芯
水野　太貴
角田　匠
野口　陽子
中村　良子
鈴木　示佳
畔柳　葉子
榊原　元道

海底トンネル探検隊
学び合う２人
まきがパッキン

むかしの木とすもう
ﾍ ｯ゚ﾄﾎﾞﾄﾙつりでｼ ｭ゙ｰｽｹ ｯ゙ﾄ

まきわり
汗の数だけ笑顔で
地域のために
大きなシャボン玉

真剣！
木のぼり

おさないものをいたわります
入隊式

BVS

CS

BS
VS

成人

部　　門 賞 地区名 団名 氏名 タイトル

＜第41回 図画・写真コンテスト 入賞者名簿＞
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文部科学省委託事業
「ワクワク自然体験あそび」
始まる！

文部科学省は、新
型コロナウイルス感
染症の影響による子
どもたちの屋外での
活動の減少などが子
どもたちの成長にとっ
て良くない影響を及
ぼす恐れがあるとし

て、子どもたちの健やかな成長を図るための委託事業を公募し、
この度、ボーイスカウト日本連盟が受託することとなりました。
これを受け愛知連盟でも、当該事業として「ボーイスカウトと
遊ぼう－ワクワク自然体験あそび」を、１０月１８日（日）の春日井
第10団を皮切りに、令和３年３月まで県内約５０会場において、
愛知県及び愛知県教育委員会の後援を受け実施することとし
ております。
なお、写真は１１月１５日（日）に開催された北名古屋第１団の

「ボーイスカウト広場で遊ぼう」の様子で、一般児童６７名と北名
古屋第１団のスカウトが参加し、一緒に楽しく野外活動を行って
いるところです。

「スカウト用品販売協力店」について

韓国連盟国際デジタル
ジャンボリー2020に参加して
尾張東地区　小牧第２団　ベンチャー隊　岩瀬　左帆

私は国際交流にとても興味があり、ベンチャースカウトになっ
たら世界中のスカウトと交流ができる活動がしたいと思っていた
ため、今回は貴重な経験ができました。
＃2020IDJKoria というタグを調べてみると様々な国のスカ
ウトの投稿を見ることができ、離れていても繋がれることをとても
嬉しく感じまし
た。コロナ禍の
今は、実際に
会って交流す
ることは難しい
ですが、この経
験を生かして、
これからもたく
さんのスカウト
と交流して、い
つの日か実際
に会えるように
なるといいなと
思いました。

「セーフ・フロム・ハーム」
セミナー開催

10月18日（日）団委員長を対
象に「思いやりの心を育む教育」
を理解し、今後の活動に活かす
ことを目的とした「セーフ・フロム・
ハーム」セミナーを刈谷市産業
振興センターで実施しました。
主任講師に川口県連盟副コ

ミッショナーを迎え32名の参加
者がありました。
今年は、新型コロナウイルス

自粛要請を受け事業計画を変更して
開催することになりましたが、各地区
のご理解により無事開催することがで
きました。
3ヶ年を通じて、県下の団委員長対
象のセミナーは所期目的を達成できた
と評価できましたので、次年度以降は、
隊指導者を中心に実践セミナーとして
開催を計画します。

第２３回全国スカウトフォーラムに
参加して
名古屋千種地区　名古屋第７５団　ベンチャー隊　土方 愛梨

私は愛知連盟代表と
して、第２３回全国スカウ
トフォーラム（11月21日
（土）～11月23日（祝））
に参加しました。本来であ
れば兵庫県淡路島での
開催予定でしたが、新型
コロナウィルス感染症の
影響により、開催方法が
オンライン会議（Zoom）
となりました。
「私たちにできる社
会貢献とは」をテーマ
にして、活発な意見交換の中で、相互の理解を深め、貴
重な経験をすることができました。
今後、全体会議で採択されたフォーラム宣言に基づき、愛知
県内のスカウトが地域と連携し、より良い社会の形成に役立つ
活動を推進したいと考えています。

愛知県内での「スカウト用品販売協力店」は、「松坂屋名古屋店　ユニフォーム売場」と「名鉄百貨店　ベビー子供雑貨売場」
の２店舗にご協力をお願いしていましたが、本年３月末日をもって「名鉄百貨店 ベビー子供雑貨売場」での販売については、諸般
の都合により中止することになります。永らくのご支援に心から感謝いたします。
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地
区

名
古
屋
西
部
地
区

尾
張
東
地
区

名
古
屋
巽
地
区

名
古
屋
巽
地
区

名
古
屋
西
部
地
区

尾
張
南
地
区

尾
張
東
地
区

尾
張
西
地
区

尾
張
西
地
区

知
多
東
地
区

名
古
屋
西
部
地
区

尾
張
西
地
区

知
多
西
南
地
区

豊
田
地
区

原
　
　
瑛

柴
山
美
光

佐
藤
優
真

大
庭
未
来

佐
野
佑
樹

久
野
奨
真

小
笠
原
直
希

玉
井
友
梨

佐
藤
秀
仁

鈴
木
啓
太

榊
原
近
衛

岡
村
英
之

野
田
祟
博

中
村
榮
吾

池
田
典
夫
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名古屋北斗地区
顧

問

顧

問

顧

問

顧

問

顧

問

顧

問

先

達

先

達

名

誉

役

員

名

誉

役

員

相

談

役

相

談

役

協

議

会

長

副
協
議
会
長

副
協
議
会
長

委

員

長

副

委

員

長

副

委

員

長

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

副
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

副
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

副
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

副
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

副
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

組
織・拡
充
委
員
長

同
副
委
員
長

同
副
委
員
長

ス
カ
ウ
ト
進
歩
委
員
長

同
副
委
員
長

指
導
者
養
成
委
員
長

同
副
委
員
長

行
事
・
国
際
委
員
長

同
副
委
員
長

総
務
委
員
長

総
務
副
委
員
長・事
務
長

同
副
委
員
長

同
副
委
員
長

監

査

監

査

 

久
貴
元

俊
之

将
也

祐
吉

良
憲

利
雄

幸
夫

武
雄

輝
久

武
司

久
司

秀
興

信
之

三
義

元
信

富
士
夫

知
恵

誌
祐
一

祐
司

泰
弘

菜
穂
子

直
基

智
美

勝
久

光
彦

利
明

雅
彦

 

聰
秦
博

善
行

辰
也

純
一

和
俊

 

明

 

匠
紀
明

丈
二

謙
志

塚
本

中
川

小
川

服
部

江
上

松
井

大
矢

梅
村

浅
野

鬼
頭

安
田

安
藤

前
山

三
井

田
端

小
坂

大
谷

吉
岡

安
藤

北
岡

飯
田

北
川

小
出

大
島

加
古

杉
原

杉
藤

波
多
野

松
岡

瀧
本

国
立

岩
瀬

足
立

井
上

森吉
田

各
務

五
藤

服
部

尾張南地区
先

達

先

達

先

達

協

議

会

長

委

員

長

副

委

員

長

副

委

員

長

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

副
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

副
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

副
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

団
担
当
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

団
担
当
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

組
織
・
拡
充
委
員
長

ス
カ
ウ
ト
進
歩
委
員
長

指
導
者
養
成
委
員
長

行
事
・
国
際
委
員
長

総
務
委
員
長
・
会
計

事

務

長

 

亨
一
男

益
美

正
行

哲
史

安
徳

篤
松

千
博

資
浩

基
子

正
人

和
孝

義
之

宗
行

憲
明

純
子

寿
夫

哲
久

之
孝

北
條

加
藤

佐
藤

高
橋

近
藤

村
上

佐
藤

加
藤

中
島

竹
田

竹
内

小
崎

土
肥

後
藤

飯
田

近
藤

渥
美

丹
羽

山
﨑

平

　野

　嘉

　彦

新
春
弥
栄

岐
阜
県
連
盟

三

重

連

盟

日
本
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト

管
理
ス
タ
ッ
フ
一
同

新
城
・
吉
川
野
営
場

静
岡
県
連
盟

一
般
社
団
法
人

日
本
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト

愛知スカウトクラブ
会

長

一

彦

亮

俊
　
明

圭

子

孝

尾

忠

雄

光

男

輝

久

一

　夫

良

江

友

子

満

雄

洋

二

捷

夫

敬

順

悦

子
　
進

建

夫

武

睦

豊

数

治

生

日
本
連
盟
の
加
盟
員
で

65
歳
以
上

年
五
〇
〇
〇
円

新人会員募集

○
資
格

○
会
費

ご
希
望
の
方
は

県
連
事
務
局

近
藤
ま
で

電
話 

〇
五
二
ー
九
七
二
ー
六
二
八
一

名古屋巽地区
協

議

会

長

副
協
議
会
長

委

員

長

副

委

員

長

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

組
織
・
拡
充
委
員
長

ス
カ
ウ
ト
進
歩
委
員
長

指
導
者
養
成
委
員
長

行
事
・
国
際
委
員
長

総
務
委
員
長

事

務

長

克
己

浩
路

徳
治

茂
人　淳

幸
一

規
祐

康
雄

晴
子

光
男　修

瀧根
木

中
村

渡
辺

原松
谷

吉
田

佐
土
平

中
島

兼
子

加
藤

名古屋西部地区
協

議

会

長

副
協
議
会
長

副
協
議
会
長

委

員

長

副

委

員

長

副

委

員

長

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

組
織
・
拡
充
委
員
長

ス
カ
ウ
ト
進
歩
委
員
長

指
導
者
養
成
委
員
長

行
事
・
国
際
委
員
長

総
務
委
員
長

事

務

長

昭
則

光
義

和
生

朋
明

敦
司

知
明　力

信
彦

ま
な
み

美
恵

正
男

千
花
子

　勝

冨
田

長
野

大
原

郷
司

小
塚

井
上

柴
山

河
村

西
村

長
野

久
野

天
野

三
枝

二

𣘺

生

田

岩

　田

岩

　田

伊

　藤

加

　藤

兼

　子

鬼

　藤

小

　島

小

　島

榊

　原

榊

　原

榊

　原

息

　野

林

　

 

林平

　賀

間

　瀬

吉

　田

渡

　邊

小

関

名古屋千種地区
顧

問

顧

問

顧

問

顧

問

顧

問

顧

問

顧

問

協

議

会

長

副
協
議
会
長

委

員

長

副
委
員
長・会
計

副

委

員

長

副

委

員

長

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

副
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

副
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

副
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

副
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

副
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

団
担
当
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

組
織
・
拡
充
委
員
長

同
副
委
員
長

指
導
者
養
成
委
員
長

同
副
委
員
長

ス
カ
ウ
ト
進
歩
委
員
長

行
事・国
際
委
員
長

同
副
委
員
長

同
副
委
員
長

総
務
委
員
長

同
副
委
員
長

事

務

長

会

計

監

査

会

計

監

査

勝
彦

 

齊
富
二

康
昭

正
次

勁
一

義
久

卓
雄

淑
子

俊
文

久
子

敦
子

健
二

 

聡
俊
英

智
彦

清
志

宏
史

峰
雄

喜
久
雄

宗
平

孝

　一
和
夫

恭
章

信
司

幸
典

元
康　登

達
也

好
美

景
子

二
實

彰
康

渡
邊

吉
田

樫
尾

加
納

西
洞

杉
田

水
野

赤
野

加
藤

岡
﨑

加
納

根
津

﨑
山

三
浦

菅
野
谷

小
林

根
津

石
榑

坂
口

服
部

水
谷

北
井

因
田

中
村

勝
田

原
田

横
山

山
口

小
塚

亀
谷

木
全

井
上

森

日
本
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
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穂の国地区
豊

橋

市

長

豊

川

市

長

田

原

市

長

新

城

市

長

名
誉
協
議
会
長

名
誉
副
協
議
会
長

名
誉
副
協
議
会
長

名
誉
副
協
議
会
長

光
雄

門
治

能
正

篤
哉

和
義

澄
夫

耕
一

高
行

尚
彰

明
隆

慶
三

敏
和

智
也

和
佳
代

江
美
子

利
　
幸

渡
辺

白
井

堀
田

伊
藤

鈴
木

宮
野

三
宅

中
山

中
出

坂
田

中
村

山
内

石
黒

高
橋

川
嶋

白
井

由
崇

幸
夫

政
良

亮
次

浅
井

竹
本

山
下

穂
積

先

達

顧

問

参

与

相

談

役

協

議

会

長

副
協
議
会
長

委

員

長

副

委

員

長

副

委

員

長

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

副
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

副
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

副
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

副
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

副
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

事

務

長

眞
之

吉
久

元
夫

幸
雄

哲
也

和
利

孝
博

康
兵

　
一

久
高

政
美

宇
野

北
川

水
野

岩
月

八
木

神
谷

金
子

林岡
田

渡
辺

髙
橋

先

達

名
誉
副
協
議
会
長

顧

問

協

議

会

長

副
協
議
会
長

副
協
議
会
長

副
協
議
会
長

副
協
議
会
長

委

員

長

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

事

務

長

豊田地区
豊

田

市

長

み
よ
し
市
長

稔
彦

賢
治

太
田

小
野
田

知多北部地区
協

議

会

長

委

員

長

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

事

務

長

博
史

光
男

正
純

　
肇

神
野

沼
澤

竹
内

榊
原

貞
二

憲
彦

繁
樹

幸
雄

　
勝

山
田

片
岡

杉
江

八
木

鈴
木

知多西南地区
協

議

会

長

副
協
議
会
長

副
協
議
会
長

委

員

長

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

知多東地区

昭
範

孝
治

邦
政

正
文

敏
彰

神
谷

榊
原

氏
家

加
藤

榊
原

協

議

会

長

副
協
議
会
長

副
協
議
会
長

委

員

長

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

知多東地区碧海地区
協

議

会

長

委

員

長

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

武
行

吉
文

雅
憲

服
部

内
藤

奥
谷

三河葵地区
協

議

会

長

副
協
議
会
長

副
協
議
会
長

副
協
議
会
長

委

員

長

副

委

員

長

副

委

員

長

副

委

員

長

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

事

務

長

善
美

市
男

藤
一

朋
宏

尚
治

　
徹

一
晃

龍
夫

徹
男

　
悟

秋
野

鈴
木

竹
之
内

澤糟
谷

石
原

遠
山

後
藤

稲
垣

外
山

尾張東地区
顧

問

顧

問

顧

問

協

議

会

長

副
協
議
会
長

副
協
議
会
長

副
協
議
会
長

委

員

長

副

委

員

長

副

委

員

長

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

副
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

副
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

副
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

副
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

副
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

副
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

副
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

副
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

団
担
当
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

団
担
当
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

団
担
当
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

団
担
当
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

団
担
当
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

団
担
当
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

組
織
・
拡
充
委
員
長

同
副
委
員
長

指
導
者
養
成
委
員
長

同
副
委
員
長

同
副
委
員
長

ス
カ
ウ
ト
進
歩
委
員
長

同
副
委
員
長

行
事
・
国
際
委
員
長

同
副
委
員
長

総
務
委
員
長

同
副
委
員
長

ロ
ー
バ
ー
ス
代
表

ロ
ー
バ
ー
ス
代
表

ロ
ー
バ
ー
ス
代
表

事

務

長

副

事

務

長

会

計

係

監

事

監

事

鐸
夫

隆
二

昭
憙

 

勲
倫
之

武
人

由
高

嘉
彦

友
一

　
洋

弘
幸

由
美
子

治
雄

圭
祐

良
治

　
覚

啓
介

秀
晴

大
輔

武
志

宣
彰

泰
陸

慶
子

育
美

彰
洋

昌
幸

　
久

　
登

貴
美
江

孝
之

　
隆

　
高

文
義

洋
二

　
茂

澄
雄

　
駿

千
怜

大
輔

竜
章

里
美

　
幹

正
人

正
治

舩
橋

中
村

横
江

井
上

中
村

河
村

佐
々

平
野

中
村

中
谷

小
林

林植
木

石
川

日
比
野

鈴
木

古
木

古
川

中
川

串
崎

高
多

小
林

佐
藤

椎
葉

宮
下

石
原

竹
内

伊
吹

山
口

藤
井

八
橋

金
田

井
上

中
田

大
谷

田
口

佐
伯

松
原

中
神

岩
花

中
村

志
水

境河
合

尾張西地区頌 春
顧

問

顧

問

協

議

会

長

委

員

長

副

委

員

長

副

委

員

長

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

副
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

副
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

副
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

副
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

副
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

団
担
当
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

団
担
当
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

組
織
・
拡
充
委
員
長

同
副
委
員
長

指
導
者
養
成
委
員
長

同
副
委
員
長

ス
カ
ウ
ト
進
歩
委
員
長

同
副
委
員
長

行
事
・
国
際
委
員
長

同
副
委
員
長

総
務
委
員
長

同
副
委
員
長

救
急
看
護
特
別
委
員
長

同
副
委
員
長

ロ
ー
バ
ー
ス
代
表

会

計

会

計

監

査

会

計

監

査

事

務
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古紙パルプ配合率80％
再生紙を使用しています。

私たちは、ボーイスカウト運動を応援しています！

（敬称略） 特別維持会員の方々です。

「気象予報技能」修得研修会開催「気象予報技能」修得研修会開催

今年度は、一宮スポーツ文化セ
ンターにて、「君も気象予報士」を
テーマに、青少年のための「気象
予報技能」修得研修会が、１２月5
日（土）～6日（日）にかけて、ボー
イ、ベンチャースカウト計51名の参

加で開催されました。
この研修会は、参加希望者が大変多く、コロナ禍の中、参
加者枠を設けての開催となりました。今回も「公益財団法人　
永井科学技術財団」様のご支援、また、気象予報士の、槇野
泰夫さん、齊藤　清さん、
鈴木浩文さん、澤　朋宏さん
のご協力で無事終了でき
ました。スカウト達は、研修
後、技能章の「測候章」の
考査細目を取得し多くを学
び、大満足でした。

防災ボランティアコーディネーター養成講座開催防災ボランティアコーディネーター養成講座開催

１１月１５日（日）東別院会
館において、愛知県の後援
名義をいただき、防災ボラン
ティアコーディネーター養成
講座を１７名の参加を受けて
開催しました。主任講師は、日
本赤十字社で活躍されてい
る新谷倫泱防災士を招き、各
地区１名の防災士をめざす入門講座として熱心な指導を受ける

ことができました。
なお、新型コロナ

ウイルス感染の「第
３波」拡大が心配さ
れる中、皆さまのご
協力により対策も
万全にした研修と
なりました。


